
 
 

超高齢社会、多死社会を迎えるなか、在宅医療に係わっている医療介護従事者、行政

関係者のみならず、各医療関係者が、地域の実情に応じた在宅医療提供体制の構築に向け

考えていく必要があります。 

市町村の地域支援事業のなかで、「在宅医療・介護連携推進事業」に取り組む４つの医

師会から在宅医療提供体制構築に向けた課題や ICTを活用した医療介護連携の新たな試

みなど、行政の立場から鹿児島県がその取組みを報告します。 

 

 
 
 

 

 

 

 

対 象：医療介護従事者、行政担当者（県・市町村）等 

内 容： １ 郡市医師会の在宅医療・介護連携推進に係る活動報告 

いちき串木野市医師会/薩摩郡医師会/出水郡医師会/鹿屋市医師会 

２ 鹿児島県の取組み 

鹿児島県介護福祉課 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

大島郡医師会在宅医療連携支援センター行き （FAX：０９９７－５５－６３７５）  

所属機関名：                  (℡：           ) 

※希望会場（①～④のいずれかに○）（①大島 ②徳之島 ③沖永良部 ④与論） 

      出 席 者 名      職  種 

１   

２   

３   

４   

５   

                       ※申込締切：３月２１日（火） 

在宅医療・介護連携推進に係る活動報告

会 

 

日時：平成２９年３月２３日（木）１ 9：0 ０～２０：３０ 

場所：①大島郡医師会館（大島）     ②宮上病院（徳之島） 

    ③朝戸医院（沖永良部）       ④パナウル診療所（与論） 

※鹿児島県医師会館から中継いたします。 

 

 

 

 

 

 

 


